
  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の

１－①を用いること。 
 
学校名 学校法人大阪滋慶学園 出雲医療看護専門学校 

設置者名 学校法人大阪滋慶学園 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

医療専門課程 

看護学科 
夜 ・

通信 
64単位 9単位  

理学療法士学科 
夜 ・

通信 
52単位 9単位  

臨床工学技士学科 
夜 ・

通信 
29単位 9単位  

言語聴覚士学科 
夜 ・

通信 
37単位 9単位  

（備考） 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
看護学科： 

https://www.icmn.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2019/07/120753882dd76223b506cc575e3

0c0c7.pdf  
理学療法士学科： 

https://www.icmn.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2019/07/120753882dd76223b506cc575e3

0c0c7-1.pdf  
臨床工学技士学科： 

https://www.icmn.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2019/07/d96812edf6faa0b72d034d5e40fe

a929.pdf  
言語聴覚士学科： 

https://www.icmn.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2019/07/120753882dd76223b506cc575e3

0c0c7-2.pdf  

 

３．要件を満たすことが困難である学科 
学科名 

（困難である理由） 

 

https://www.icmn.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2019/07/120753882dd76223b506cc575e30c0c7.pdf
https://www.icmn.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2019/07/120753882dd76223b506cc575e30c0c7.pdf
https://www.icmn.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2019/07/120753882dd76223b506cc575e30c0c7-1.pdf
https://www.icmn.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2019/07/120753882dd76223b506cc575e30c0c7-1.pdf
https://www.icmn.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2019/07/d96812edf6faa0b72d034d5e40fea929.pdf
https://www.icmn.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2019/07/d96812edf6faa0b72d034d5e40fea929.pdf
https://www.icmn.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2019/07/120753882dd76223b506cc575e30c0c7-2.pdf
https://www.icmn.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2019/07/120753882dd76223b506cc575e30c0c7-2.pdf


  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 
学校名 学校法人大阪滋慶学園 出雲医療看護専門学校 
設置者名 学校法人大阪滋慶学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
http://osaka.jikeigroup.net/pc/zaimu/2019/img/2019yakuin.pdf 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 
株式会社日本販売企画 

代表取締役 

2018.6.1～ 

2021.5.31 

学生募集に関して

マーケットの情報

収集と分析 

非常勤 
学校法人埼玉福祉学園

理事長 

2019.6.1～ 

2021.5.31 
経営分析 

（備考） 

 

 

http://osaka.jikeigroup.net/pc/zaimu/2019/img/2019yakuin.pdf


  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 学校法人大阪滋慶学園 出雲医療看護専門学校 

設置者名 学校法人大阪滋慶学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や

基準その他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、公表している

こと。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

授業計画書の作成に当たり、科目、単位、講師名、授業の方法、授業の内容、

授業の回数や授業毎の到達目標、成績評価の方法と基準等を記載できるよう

に様式を統一した。各授業担当者が授業計画書を作成し、その長が全体を確

認した上で授業計画書を完成させた。完成した授業計画書は年度始めに冊子

として学生に配布し、授業計画書を確認し授業に臨むようオリエンテーショ

ンしている。また、広く告知できるよう本校ホームページ情報公開の欄に公

開している。 

 

授業計画書

の公表方法 

看護学科： 

https://www.icmn.ac.jp/school/info/syllabus-kango/ 
理学療法士学科： 

https://www.icmn.ac.jp/school/info/syllabus-rigaku/ 
臨床工学技士学科：  

https://www.icmn.ac.jp/school/info/syllabus-rinsyo/ 
言語聴覚士学科： 

https://www.icmn.ac.jp/school/info/syllabus-gengo/ 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定してい

ること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 単位修得の認定は、講義及び実習に必要な時間の出席状況と授業科目の評

価により行う。必要な時間の出席については、出席時間が授業時間の 3 分の

2 に達しない者は、その科目について評価を受ける資格を失う。授業科目の

評価は、学生にあらかじめ示した授業計画書に記載された成績評価の方法、

基準のとおりで行い、100点満点で評価をしている。 

各授業科目の 100 点満点の学修成果の評価は、優・良・可・不可(優：80

点以上、良：70点から 79点、可：60点から 69点、不可 60点未満）で行っ

ており可以上を合格としている。不合格の場合は、再試験を行い再試験で 60

点以上を合格としている。 

  

https://www.icmn.ac.jp/school/info/syllabus-kango/
https://www.icmn.ac.jp/school/info/syllabus-rigaku/
https://www.icmn.ac.jp/school/info/syllabus-rinsyo/
https://www.icmn.ac.jp/school/info/syllabus-gengo/


  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するととも

に、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

全履修科目の成績得点を合計し、平均点を算出する。ただし、平均を算出

する場合の 「入学前単位履修認定科目」は全履修科目から除外する。平均値

から学科毎の成績分布を作成する。成績分布は、50 点未満と 50 点以上 60

点未満、60 点以上 70 点未満、80 点以上 90 点未満、90 点以上 100 点以下の

6 段階で分ける。下位 1／4 に該当する人数は、全体を 4 で除した値で、少数

点以下を切り捨てた値とする。また、下位１／4 に該当する者の最上位者の

点数を指標とする。 

客観的な指標の算出方法を本校ホームページ上に公表する。海外への留学

時にはＧＰＡ標記（５段階標記）に変換し評価できるようにしている。 
 

 

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
https://www.icmn.ac.jp/wp/wp-content/uploads/201

9/07/4eac9ef3bb51732b8f6a3bb215756a30.pdf 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施してい

ること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

本校の理念に基づき、社会のニーズを踏まえた上で学生が身につけるべき

能力を有したものに卒業を認定するというディプロマポリシーを定め、公表

している。 

卒業の認定の方針（ディプロマポリシー）は（１）豊かな人間性と何事に

も主体的に取り組むことができる能力を有していること。（２）組織やグルー

プの中でリーダーシップやフォロアーシップを発揮できること。（３）医療の

ニーズに柔軟に対応でき，社会・地域に貢献できる能力を有していることで

ある。本校の卒業の認定の方針に基づく能力を修得できるようカリキュラム

を編成している。 

卒業の認定は、学則で定める全ての授業科目の単位修得の認定を受け、出

席すべき日数の 2/3 以上の出席がある者を卒業判定会議で学校長が最終判定

している。 

 

 
 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
https://www.icmn.ac.jp/common/doc/school/info/03_

policy.pdf 
 

 

https://www.icmn.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2019/07/4eac9ef3bb51732b8f6a3bb215756a30.pdf
https://www.icmn.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2019/07/4eac9ef3bb51732b8f6a3bb215756a30.pdf
https://www.icmn.ac.jp/common/doc/school/info/03_policy.pdf
https://www.icmn.ac.jp/common/doc/school/info/03_policy.pdf


  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の

４－①を用いること。 
学校名 学校法人大阪滋慶学園 出雲医療看護専門学校 

設置者名 学校法人大阪滋慶学園 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 
貸借対照表 http://osaka.jikeigroup.net/pc/zaimu/2019/04taisyaku.html 
収支計算書

又は損益計

算書 

http://osaka.jikeigroup.net/pc/zaimu/2019/01shikin.html 
http://osaka.jikeigroup.net/pc/zaimu/2019/03jigyou.html 

財産目録 http://osaka.jikeigroup.net/pc/zaimu/2019/05zaisan.html 
事業報告書 http://osaka.jikeigroup.net/pc/zaimu/2019/img/2019jigyouhoukoku.pdf 
監事による

監 査 報 告

（書） 
http://osaka.jikeigroup.net/pc/zaimu/2019/06kansa.html 

 

 

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 医療専門課程 看護学科 

 

○ 

 

 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

3年 昼間 3090時間（99単位） 
2000 
時間  

60 
時間 

1030 
時間 

0 
時間 

0 
時間 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

240人 185人 0人 17人 30人 47人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

科目、単位、講師名をはじめ、授業の方法、授業の内容、授業の回数や授業毎の到達

目標、成績評価の方法と基準等を様式の内容を統一し、各授業担当者が授業計画書を

作成した。学生には冊子で配布し、本校ホームページ情報公開の欄に公開している。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

評価は優・良・可・不可で評価する。当該科目試験にて評価し、科目出席時間が授業

時間の 2/3に達していない場合は評価を受ける資格を失う。 

 

 

 

http://osaka.jikeigroup.net/pc/zaimu/2019/04taisyaku.html
http://osaka.jikeigroup.net/pc/zaimu/2019/01shikin.html
http://osaka.jikeigroup.net/pc/zaimu/2019/03jigyou.html
http://osaka.jikeigroup.net/pc/zaimu/2019/05zaisan.html
http://osaka.jikeigroup.net/pc/zaimu/2019/img/2019jigyouhoukoku.pdf
http://osaka.jikeigroup.net/pc/zaimu/2019/06kansa.html


  

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

＜卒業＞全ての授業科目の単位修得の認定を受け、かつ出席すべき日数の 2/3以上の

出席があり、卒業判定会議で認定されたもの 

＜進級＞出席すべき日数の 2/3以上の出席があり、進級判定会議で認定されたもの 

学修支援等 

（概要） 

クラス担任制にて運用 

入学前はプレカレッジや学びのセミナーを実施する。入学後は、欠席が続く場合や学

習成績が振るわない場合、担任が学生や保護者と面談し原因を把握し、学科で共有し

適切な対応を行う。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 49人 

（100％） 

1人 

（2.0％） 

48人 

（98.0％） 

0人 

（0％） 

（主な就職、業界等） 

島根大学医学部附属病院、鳥取大学医学部附属病院、山陰労災病院、出雲徳洲会病院等 

（就職指導内容） 

就職フェアの開催、進路相談、就職対策（履歴書確認、模擬面接、小論文添削） 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

看護師国家資格 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  180人 7人  3.9％ 

（中途退学の主な理由） 

病気・学力不足・経済的事情・その他 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

クラス担任の複数制による細やかな日常観察を行い、学生一人ひとりの状況変化を即

座に察知し、会議等で情報共有を行う。進路変更や学力不足の場合は、担任を中心に 

関わり、精神面ではカウンセラーへつなぎ、学力強化には補講を行う。 

 

 

 

 

 



  

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 医療専門課程 理学療法士学科 

 

○ 

 

 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

3年 昼間 3150時間（106単位） 
1770 
時間 

570 
時間 

810 
時間 

0 
時間 

0 
時間 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

120人 81人 0人 5人 14人 19人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

科目、単位、講師名をはじめ、授業の方法、授業の内容、授業の回数や授業毎の到達

目標、成績評価の方法と基準等を様式の内容を統一し、各授業担当者が授業計画書を

作成した。学生には冊子で配布し、本校ホームページ情報公開の欄に公開している。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

評価は優・良・可・不可で評価する。当該科目試験にて評価し、科目出席時間が授業

時間の 2/3に達していない場合は評価を受ける資格を失う。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

＜卒業＞全ての授業科目の単位修得の認定を受け、かつ出席すべき日数の 2/3以上の

出席があり、卒業判定会議で認定されたもの 

＜進級＞出席すべき日数の 2/3以上の出席があり、進級判定会議で認定されたもの 

学修支援等 

（概要） 

クラス担任制にて運用 

入学前はプレカレッジや学びのセミナーを実施する。入学後は、欠席が続く場合や学

習成績が振るわない場合、担任が学生や保護者と面談し原因を把握し、学科で共有し

適切な対応を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 24人 

（100％） 

0人 

（0％） 

24人 

（100％） 

0人 

（0％） 

（主な就職、業界等） 

出雲徳洲会病院、玉造病院、浜田医療センター、津和野共存病院 等 

（就職指導内容） 

就職フェアの開催、進路相談、就職対策（履歴書確認、模擬面接、小論文添削） 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

理学療法士国家資格 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  74人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

クラス担任による日常観察や随時面談を実施し、学生ひとり一人の状況変化を即座に

察知し、会議等で情報共有を行っている。経済的理由の場合には、事務局と連携し奨

学金等を検討する。精神面では、カウンセラーへつなぐ。学力不足の学生には、確認

試験や補習などを通して学力向上に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 医療専門課程 臨床工学技士学科 

 

○ 

 

 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

3年 昼間 3180時間（109単位） 

 

2190 
時間 

240 
時間 

750 
時間 

0 
時間 

0 
時間 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

120人 50人 0人 6人 22人 28人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

科目、単位、講師名をはじめ、授業の方法、授業の内容、授業の回数や授業毎の到達

目標、成績評価の方法と基準等を様式の内容を統一し、各授業担当者が授業計画書を

作成した。学生には冊子で配布し、本校ホームページ情報公開の欄に公開している。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

評価は優・良・可・不可で評価する。当該科目試験にて評価し、科目出席時間が授業

時間の 2/3に達していない場合は評価を受ける資格を失う。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

＜卒業＞全ての授業科目の単位修得の認定を受け、かつ出席すべき日数の 2/3以上の

出席があり、卒業判定会議で認定されたもの 

＜進級＞出席すべき日数の 2/3以上の出席があり、進級判定会議で認定されたもの 

学修支援等 

（概要） 

クラス担任制にて運用 

入学前はプレカレッジや学びのセミナーを実施する。入学後は、欠席が続く場合や学

習成績が振るわない場合、担任が学生や保護者と面談し原因を把握し、学科で共有し

適切な対応を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 18人 

（100％） 

0人 

（0％） 

17人 

（94.4％） 

1人 

（5.6％） 

（主な就職、業界等） 

 島根大学医学部附属病院、島根県病院局、博愛病院、北出病院、山陰労災病院 等 

（就職指導内容） 

就職フェアの開催、進路相談、就職対策（履歴書確認、模擬面接、小論文添削） 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

臨床工学技士国家資格・第 2種 ME技術実力認定試験 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  52人 2人  3.8％ 

（中途退学の主な理由） 

病気・学力不足・経済的の事情・その他 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

クラス担任を複数制とし、細やかな日常観察を行い、学生一人ひとりの状況変化を即

座に察知し、全学科教員が参加する会議等で情報共有を行う（出席できなかった教員

にはメール連絡、会議録等で後日確認をするように周知している）。学生が進路変更

希望屋や学力不足等の場合は、担任を中心に関わり、精神面の支援を必要とする場合

は複数の教員で判断し、学内のカウンセラーへつなぎ、学力強化には補講を行う等を

実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 医療専門課程 言語聴覚士学科 

 

○ 

 

 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

3年 昼間 3060時間（111単位） 
2550 
時間 

0 
時間 

510 
時間 

0 
時間 

0 
時間 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

120人 36人 0人 5人 14人 19人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

科目、単位、講師名をはじめ、授業の方法、授業の内容、授業の回数や授業毎の到達

目標、成績評価の方法と基準等を様式の内容を統一し、各授業担当者が授業計画書を

作成した。学生には冊子で配布し、本校ホームページ情報公開の欄に公開している。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

評価は優・良・可・不可で評価する。当該科目試験にて評価し、科目出席時間が授業

時間の 2/3に達していない場合は評価を受ける資格を失う。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

＜卒業＞全ての授業科目の単位修得の認定を受け、かつ出席すべき日数の 2/3以上の

出席があり、卒業判定会議で認定されたもの 

＜進級＞出席すべき日数の 2/3以上の出席があり、進級判定会議で認定されたもの 

学修支援等 

（概要） 

クラス担任制にて運用 

入学前はプレカレッジや学びのセミナーを実施する。入学後は、欠席が続く場合や学

習成績が振るわない場合、担任が学生や保護者と面談し原因を把握し、学科で共有し

適切な対応を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 9人 

（100％） 

0人 

（0％） 

9人 

（100％） 

0人 

（0％） 

（主な就職、業界等） 

 加藤病院、福山リハビリテーション病院、沼隈病院、等 

（就職指導内容） 

就職フェアの開催、進路相談、就職対策（履歴書確認、模擬面接、小論文添削） 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

言語聴覚士国家資格 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  35人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

クラス担任による日常観察や随時面談を実施し、学生ひとり一人の状況変化を即座に

察知し、会議等で情報共有を行っている。経済的理由の場合には、事務局と連携し奨

学金等を検討する。精神面では、カウンセラーへつなぐ。学力不足の学生には、確認

試験や補習などを通して学力向上に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
実習費 

設備費 教育教材 

演習費 
合計 

看護学科 
100,000 

円 
700,000 

円 
100,000 

円 
100,000 

円 
90,000 

円 
1,090,000 

円 
理学療法士 

学科 
100,000 

円 
800,000 

円 
200,000 

円 
100,000 

円 
95,000 

円 
1,295,000 

円 
臨床工学技士 

学科 
100,000 

円 
1,000,000 

円 
100,000 

円 
100,000 

円 
95,000 

円 
1,395,000 

円 
言語聴覚士 

学科 
100,000 

円 
900,000 

円 
200,000 

円 
100,000 

円 
95,000 

円 
1,395,000 

円 

修学支援（任意記載事項） 
大阪滋慶育英会：受験生本人または兄弟姉妹が、本校または大阪滋慶学園姉妹校に在籍または卒業し

ている方に奨学金 100,000円 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

URL: https://www.icmn.ac.jp/common/doc/school/info/selfevaluation_report_30.pdf 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

学校が選任した地域の方や高校関係者、卒業生代表、関連企業の方で評価委員を構成

している。自己点検自己評価では、Ⅰ教育理念や目的、育成人材像、Ⅱ学校運営、Ⅲ教

育活動、Ⅳ学修成果、Ⅴ学生支援、Ⅵ教育環境、Ⅶ学生の募集と受入れ、Ⅷ財務、Ⅸ法

令等の遵守、Ⅹ社会貢献・地域貢献の 10項目の評価している。学校関係者評価委員会で

は、本校の自己評価結果を評価し、その客観性や透明性を高めることを目的とする。 

そして評価の過程を通じて今後の学校運営上の改善などに活かすともに、特色ある学

校づくりにつなげるよう位置づけている。学校関係者評価委員会を開催するに当り、本

校の評価結果を説明することはもとより、できる限り豊富な情報の中で評価していただ

くよう、関連資料を準備し、学校を知る機会を増やしていくよう心がけている。 

学校として、評価結果は管理運営会議で報告し、自己点検自己評価委員会で課題の優

先度を検討し、具体的な改善策を立て実施している。 

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

学校法人 水谷学園 

出雲北陵中学・高等学校 

平成３０年４月 １日～ 

令和 ２年３月３１日 

（２年） 

高校関係者  

校長 

今市コミュニティセンター センター長 

平成 31年 4月 1日～ 

令和 ２年３月３１日 

（１年） 
近隣関係者 

島根県立中央病院 

平成３０年４月 １日～ 

令和 ２年３月３１日 

（２年） 
卒業生 

公益社団法人  

島根県看護協会会長 

平成３０年４月 １日～ 

令和 ２年３月３１日 

（２年） 
企業等委員 

一般社団法人 

島根県理学療法士会 会長 

平成３０年４月 １日～ 

令和 ２年３月３１日 

（２年） 
企業等委員 

https://www.icmn.ac.jp/common/doc/school/info/selfevaluation_report_30.pdf


  

一般社団法人 

島根県臨床工学技士会 会長 

平成３０年４月 １日～ 

令和 ２年３月３１日 

（２年） 
企業等委員 

一般社団法人 

山陰言語聴覚士協会 理事 

平成３０年４月 １日～ 

令和 ２年３月３１日 

（２年） 
企業等委員 

学校関係者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 
https://www.icmn.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2019/07/f39dbde7a9bf7ebc57d00fa4fa50b2

e6.pdf 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

URL:  https://www.icmn.ac.jp/ 

 

https://www.icmn.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2019/07/f39dbde7a9bf7ebc57d00fa4fa50b2e6.pdf
https://www.icmn.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2019/07/f39dbde7a9bf7ebc57d00fa4fa50b2e6.pdf
https://www.icmn.ac.jp/
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